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II] ill -Presto 

国 IV-Allegro 
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■クラウスのシューベルト なる部分がある。もっとも、出だしは美しい。

あの策 1主題のテンポが迎からず速からず、

リリー・クラウス(1908-1986)は、モーツァル 心のこめ方も過不足なく、シューベルトの音楽

トやバルトークと並んでシューベルトを最も得意 が何の抵抗もなく心に入りこんでくる。いちば

にしていたが、この 21111も非常な名浙だ。1979 ん安心して聴ける浙奏がここにある。しかし、

年、彼女の73歳の録音であるが、テクニックの 音楽が裔潮するにつれてクラウスの感梢も激し

衰えもほとんど気にならない。ソナタで優れて <I皮立ち、クレッシェンドやffのタッチに抑拗が
いるのは、策 2、節3の両楽窪であろう。技巧 失われてしまう。だが、長大な提示部の反復

上の心配がまったくないからである。策2楽邸 を終わり、展開部に入るあたりから音楽は自然

のひそやかに開始される心のつぷやきは何と な流動を1開始し、展開部のクライマックスヘの

良い券囲気であろう。すばらしい音楽の流れ、 持ってゆき方や、再現部の第 1主題を受ける

音と音とのつながり具合は巧さの限りだし、感 変l、長潤の旋律の想いをこめたppなどはまこ

じ切った転調の生かし方はまさに最翡だ。 とに美しく、この楽邸全体を通じて尻上がりの

トリオは分厚い心を秘めてしみじみとijijiか 演奏になっているところが餡しい。

れるが、 主題がm代反復される部分の明るい 第4楽邸も途中でタッチの斗llくなる瞬1/IJがあ

希望を持った表現など、クラウスの独瑣場とい るとはいえ、いかにもクラウスらしい、 1::1の良い、

えよう。ここには極めて自然な感情と音楽の流 祝囲気のある名浙で、ことにllh想に従ってペダ

岱わがある。 ルの使い方、斉色、強弱などを多彩に変えて

第3楽意はクラウスにぴったりの音楽であ ゆく盟かな感受性がすばらしく、ニュアンスに

り、彼女の心の華やぎが明るい幸幅を撒き散 霜んだシューベルトを描き出してゆくのである。

らしてゆく。1徳いているとあの美しい頻や舞台

姿が眼に浮かぶようだが、しかも破目をはずさ

ず、自然な微笑みに満ちているのだ。トリオは ●ピアノ・ソナタ 変口長調（遺作）

クラウスとしては索朴すぎるほど素朴である。 シューベルトは死の年の1828年、ハ短調、イ

が、その気取りのない表現によって、 音楽の形 長調、変口長調の 31ll1のピアノ・ソナタを一息

がはっきりと投影されるのも事実であろう。 に柑き上げた。いずれも当時の名ピアニスト、

第1楽平は初めのうち、タッチの粗さの気に フンメルに献呈するつもりだったといわれるが、
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結局生前は腸の目を見ず、 10年後の1838年に

シーが音染を再現部へと淋く。

第2楽章 アンダンテ・ソステヌート 炭ハ短調

4分の 3拍子。三部形式。

心の裡を自分のために綴ってゆくような緩徐

楽i裕で、左手の動きがユニークである。中lill

第3楽章 アレグロ • ヴィヴァーチェ・コン・デ

ディアベリによって出版され、シューマンに献呈 リカテッツァ 変口長調 4分の 3拍子。三

された。しかし音楽が長大で古典的な形式美 部形式。

に欠けるため、 「シューベルトはソナタが下手」 いかにもシューベルトらしい侵雅な舞1111風の

というのが定説となってほとんど演奏されず、 音楽。中11:1部では左手のsfpの使川が而白い。

一般に親しまれるようになったのは第二次大 第4楽章アレグロ・ノン・ トロッポ変口長調

戦以後のことである。31111ともシューベルトな 4分の 2拍子。ロンド風の自由なソナタ形式。

らではの美しい歌と転調に溢れており、 9月 卜短調によってIJH始され、変口長調に赴く第

26日に完成された「変口長調」は彼の最後の器 l主題がフィナーレの主役であるが、俊美な中

楽作品となった。シューベルトが泄を去ったの にはかなさを秘めているのはこの閥性のゆえ

は、それから2か月後である。 であろう。

第 1楽章 モルト • モデラート 変口長謂

4分の 4拍子。ソナタ形式。 一方の「さすらい人」はかなり表梢の強い演

おっとりと弾き出される第］主題は淋しい想 奏であり、 1徳いているとビアノ1111という感じが

いをこめて流れ、低音のトリルや休符によって しない。つまり音の粒をそろえるとか、タッチ

中断される。長3度下の変1、長調の美しい旋 を磨き上げることに専念するとか、ペダルを控

伸Itがそれにつづき、潤号が変わって嬰へ短調 え目に使って一つ一つの音をくっきり浮かび上

の第 2主題が提示される。音楽は池かな梢感 がらせる、というような、ビアニスティックなこと

を湛えて息長く奏され、展IJH部ではクライマッ に神経を使わず、 音楽の感梢だけを捉えて、

クスを築いた後、ヤ内かしい微光のようなデリカ それを原く表出することに全力をそそいでい

るのだ。従って、これほど平而的でない「さす

らい人」も珍しいだろう。

クラウスは音楽の各部、 1111想の一つ一つを

感じ切り、自分のものにし切っている。フレー

ジングの自在さはもちろんのこと、感情の質は

部はイ長調に変わり、右手も低音部記号とな ‘常に色涙く、身も心も音楽に没入し、幻想的

って分1厚いf/i感を板らせる。 なシューベルトの歌から荒れ狂う［［の迫力に至



るまで、まるでオーケストラ1111のように表Illして 板後は主題のリズムがり）れ切れになって恨ハ

ゆく。第2楽↑伶アダージョのppをmpで深く嗚 短瀾の属 7上に停11・.し、Tり現部なしで次の楽

らしたり、 fの左手がコントラバスのような慈味 邸に移ってしまう。

深さを伴って分匝く弾かれるあたりにそのこと 第2楽章 アダージョ恨ハ短調 4分の4拍子。

が痛感されよう。 前述のように歌1111「さすらい人」の旋f:ltを主

迎とする1・1111な変奏1111である。テーマが捉示さ

●幻想曲「さすらい人」作品15 れると、すぐに変奏に人り、 16分音符の祁入か

シューベルトが歌1111「さすらい人 作品4の1」 ら、 32分秤符、 64分斉符へと甜II分されてゆく。

を柑いたのは1816年10月、 19歳のときである。 第3楽章 プレス1、変イ・1乏,J,j 4分の3拍子。

リューベソク作の詩により、疲れ呆てたさすら スケルツォに相当する楽詔で、中1/U部はワル

い人のt庶れと絶望を歌った傑作であるが、彼 ツ調になる。主部が1り現された後、イ短調に

はこの歌 111 1 の •I·•1/¥J部のliJ叶ドを主題として、 6 変わり、最後はハ長瀾の属禾11-l'tLに停止する。

，，I'-後の1822年にピアノ独奏）llの幻叫 II「さすら 第4楽章 アレグロハ長調 4分の4拍子。

い人」を作1111した。 左手に基本動機が現れ、それが自111奔放に

1111は切れHな<iiii奏される4楽卒形式により、 /1~1Jfj されてゆく 。 いわば第1楽邸のつづきである

幻想風ソナタと呼べるものであるが、歌 111 1 の）~E が、テーマの再現は行われず、力強く終粘する。

律は第 2楽卒の主題となり、 他の3つの楽邸

のテーマも ITT]じ旋律のリズムを使っており、 全 宇野功芳

曲が歌1111「さすらい人」の基本動機によって梢 ＊執叩加）(解を得てK-KICC2171より転載させていただきました。

成されているのである。

第 1楽章 アレグロ ・コ ン • フォコ ・マ・ノン・

トロッポ ハ長調 4分の4拍子。

基本動機による第 1主題がいきなりffで激し

く提示され、経過旬の後、同じ動機から派牛

した第 2主題がポ長調に登楊する。再び第 l

上題がハ長調で力弥く現れたところから展l!fJ

部が始まるが、音楽は幻想nりかつ奔放であり、

■ CD取り扱い上のご注意 ●ディスクは両面共、指紋、汚れ、キス＇等を付けないように取り扱って下さい。●ディスクが汚れたときは、
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